拝啓　このたび、貴社代表取締役社長夫人様ご逝去の報に接し、誠に痛惜の念に堪えません。
ご療養中と伺ってはおりましたが、ここに至るまで社長様ならびにご家族の皆様が献身的に支えてこられたご様子を拝察いたしておりましただけに、あまりにも突然のご訃報に、ただただ深い悲しみを覚えております。
故人様は、長年にわたり社長様を内助の功としてお支えになり、貴社の発展の陰には常に温かいご存在があったものと存じます。公の場に出られることは多くなくとも、折に触れてお目にかかった際の穏やかなお人柄とご配慮に、私どもも深い敬意を抱いておりました。
社長様におかれましては、公私にわたりご心痛いかばかりかと拝察申し上げます。加えて、社業を担われるお立場として日々ご多忙のことと存じますが、何卒ご無理をなさらず、ご自愛専一にてお過ごしくださいますよう心よりお願い申し上げます。
本来であれば拝眉のうえお悔やみを申し上げるべきところではございますが、まずは書中をもちまして哀悼の意を表します。
なお、心ばかりのものを別便にてお送りいたしましたので、御霊前にお供えいただけましたら幸甚に存じます。
故人様のご功績とご遺徳を偲び、謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
敬 具
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